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「 
長  
地 
」
は
成
羽
町
に
あ
る
字
地
名

お
さ 

じ

で
、
北
に
は
宇
治
町
穴
田
や
成
羽
町
中

野
、
西
に
は
成
羽
町 
布  
寄 
や
成
羽
川
を

ふ 

よ
り

隔
て
て
備
中
町
平
川
が
、
東
に
は
成
羽

町
小
泉
や
羽
山
が
、
南
に
は
備
中
町
布

瀬
が
位
置
し
て
い
ま
す
。地
内
は
、
長
地

前
、
長
地
後
な
ど
の
地
区
に
分
か
れ
て
い

て
、
中
世
代
に
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る
隆
起
準
平
原
の
起
伏
の
小
さ
い
台
地

状
に
な
っ
た
吉
備
高
原
上
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
標
高
三
五
〇
�
〜
五
〇
〇
�
の
台

地
は
、
北
の
阿
哲
台

・
・
・
に
続
く
成
羽
・
・
台・
石

灰
岩
地
帯
と
な
っ
て
い
て
、「
中
村
石
灰

岩
」と
い
わ
れ
る
地
域
に
あ
た
り
ま
す
。

　

「
長
地
」
地
区
か
ら
西
に
続
く
木
之
村

地
区
の
高
さ
三
五
〇
�
〜
四
〇
〇
�
の

等
高
線
よ
り
下
の
石
灰
岩
の
谷
壁
斜
面

は
下
刻
作
用
の
激
し
い
Ｖ
字
谷
の
成
羽

川
に
落
ち
込
ん
で
い
て
、
眼
下
に
見
下
ろ

す
断
崖
に
は
、
二
つ
の
奇
岩
が
そ
び
え
て

い
て
、 
夫 
み
ょ
う 

婦  
岩 
と
呼
ば
れ
、
高
さ
一
〇
�

と 

い
わ

（
夫
岩
）
と
一
二
�
（
婦
岩
）の
見
事
な
石

灰
岩
の
柱
が
展
望
で
き
ま
す
。言
い
伝
え

に
よ
る
と
、
こ
の
夫
婦
岩
は
鬼
神
が
つ
く

っ
た
も
の
だ
と
い
い
、「
木
之
村
」
の
地
名

は
「 
鬼 
の
村
」
か
ら
来
て
い
る
と
伝
え
て

き

い
ま
す
。
人
々
は
こ
こ
に
双
石
山
国
司
神

社
を
ま
つ
り
、
こ
の
二
つ
の
岩
を
陰
陽
石

に
見
立
て
、
男
女 
対 
の
伝
承
を
持
つ
岩
と

つ
い

し
て
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。
子
授
け
、
安
産
、

五
穀
豊
穣
を
願
い
祈
願
す
る
信
仰
だ
っ

た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
す
。「
長
地
」
か
ら

「
木
之
村
」
に
か
け
て
は
カ
ル
ス
ト
地
形

が
広
が
り
、
ほ
と
ん
ど
の
谷
や
窪
は
ド

リ
ー
ネ
（
す
り
鉢
状
の
溶
食
窪
地
）
や
ウ

バ
ー
レ
（
ド
リ
ー
ネ
群
の
連
合
）
状
の
窪

で
、
畑
に
も
白
い
石
灰
岩
の
カ
レ
ン
フ
ェ

ル
ド
（
石
塔
原
）
が
見
ら
れ
る
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

「
長
地
」
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
二
二

年
（
一
八
八
九
）
ま
で
は
「
長
地
村
」で
し

た
。毛
利
の
支
配
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
幕
府
領
、
寛
永
の
末
頃
（
一
六
四

一
〜
四
三
）の
村
高
二
五
六
石
余
り
、
領

主
小
川
藤
左
衛
門（「
備
中
集
成
志
」）と

あ
り
、
ま
た
、
正
保
二
・
三
年
（
一
六
四

五
・
六
）頃
の「
正
保
郷
帳
」も
同
じ
石
高

を
あ
げ
、
池
田
氏
か
ら
水
谷
氏
時
代
の

松
山
藩
領
で
し
た
。そ
の
後
の
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）〜
明
治
四
年（
一
八
七
一
）

ま
で
の
一
七
八
年
間
は
水
谷
一
族
の
旗

本
水
谷
勝
時
の
布
賀
知
行
所
の
支
配
と

な
り
幕
末
に
至
っ
て
い
ま
す
。「
備
中
村

鑑
」
に
は
当
時
の
石
高
三
七
一
石
余
り

と
し
て
長
屋
村
、
相
坂
村
、
長
地
村
を
一

緒
に
あ
げ
、
長
地
村
年
寄　

渡
辺
平
三

郎
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
の
「
天
保
郷
帳
」
に
は
二
八
四
石

余
り
と
長
地
村
の
石
高
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　

「
長
地
」
に
は
、
長
地
城
と
い
わ
れ
る

連
郭
式
の
山
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
城
主

は
赤
木
弾
正
景
忠
と
同
丹
波
久
忠
だ
っ

た
と
い
わ
れ
、子
孫
は
雲
州
に
て
相
続
し

た
（「
川
上
郡
誌
」）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

五
十
八　

長 

地

夫婦岩（写真上）、早川代官の石碑（右上）、長地（右下）

　

「
長
地
」
の
西
に
続
く
木
之
村
に
は
、

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
大 
飢  
饉 
の
頃
、

き 

き
ん

美
作
国
久
世
代
官
と
な
り
、倉
敷
・
笠
岡

の
代
官
な
ど
備
中
地
方
の
代
官
を
務
め

た
名
代
官
早
川
八
郎
左
衛
門
（
正
紀
）を

顕
彰
し
て 
頌 

し
ょ
う 

徳  
碑 
を
建
て
、
偉
業
を
た

と
く 

ひ

た
え
る
た
め
に
建
立
し
た
碑
が
残
っ
て

い
て
、
地
域
の
人
は
今
で
も
盆
に
な
る
と

「
早
川
踊
り
」
を
踊
り
続
け
て
伝
え
て
い

る
の
で
す
。

　

神
社
に
は 
諏  
訪 
神
社
が
あ
り
ま
す
。

す 

わ

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
二
月
、
村
の

作
右
衛
門
と
い
う
人
が
「
村
八
分
」
に
さ

れ
、
こ
の
神
社
の
宮
座
の
特
権
を
奪
わ
れ

差
別
さ
れ
た
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。布
寄
の 
産  
土  
神 
と
し
て
、
秋
祭
り
に

う
ぶ 
す
な 
が
み

は
伝
統
芸
能
と
し
て
祭
礼
楽
の
「
渡
り

拍
子
」
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。寺
院

に
は
曹
洞
宗
祐
泉
寺
、
同
長
松
院
が
あ

り
ま
す
。

　

「
長
地
」
は
明
治
二
二
年
に
羽
根
・
布

寄
・
小
泉
・
相
坂
・
長
地
の
五
村
を
あ
わ

せ
た
中
村
の
大
字
と
な
り
、
昭
和
三
〇

年
よ
り
成
羽
町
の
大
字
と
な
り
ま
し

た
。

　

「
長
地
」
と
い
う
地
名
の
「 
長 
」
の
意
味

お
さ

は
「
多
く
の
中
で
一
番
上
に
位
置
す
る

存
在
」ま
た
は「 
頭 
」と
か「
優
れ
て
い
る
」

か
し
ら

と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
て
、「
中
心
に

な
る
村
（
土
地
）」
と
か
「
旧
川
上
郡
の
中

央
に
あ
る
地
域
」な
ど
の
意
味
を
込
め
て

つ
け
ら
れ
た
地
名
な
の
で
す
。

市民●のページ

【お詫びと訂正】　
先月号の２６ページ「地名を歩く」に誤りがありました。お詫びして訂正します。
　（誤）蔭涼軒目録　　→　（正）蔭涼軒日録
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有漢のイベント満載
　

残
暑
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
７
月
末
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
ひ

ど
い
夏
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
広
報
紙
の

制
作
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
業
務
な
ど
一
番
忙
し
い

時
期
で
、
這
っ
て
で
も
務
め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

熱
が
な
か
な
か
下
が
ら
ず
、
咳
も
止
ま
ら
ず
―
。

　

仕
事
に
大
き
な
支
障
が
出
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

そ
ん
な
と
き
に
支
え
て
く
れ
た
の
が
、
同
じ
課
の
先

輩
で
あ
り
、
仲
間
た
ち
で
す
。

　

約
束
し
て
い
た
取
材
に
代
わ
り
に
行
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
報
告
書
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
。
そ
う
し
て

今
月
号
も
何
と
か
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
仲
間
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
健
康
管

理
不
足
を
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
健
康
に
は
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
ね
。  

 

（
Ｔ
・
Ｍ
）

編
集
後
記
伝言板
ままままままちちちちちちののののののまち の

■問い合わせ・申し込み　吉備国際大学庶務課 (��７４０４)

　

「
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、ま

ち
の
活
性
化
に
取
り
組
も
う
」
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
夢
風
車
う
か
ん
」
が
、
今
年
８

月
で
設
立
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る

の
が「
そ
ー
め
ん
大
食
い
大
会
」。「
何

か
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
し
よ
う
と
み

ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
胃
に
自
信
の

あ
る
人
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

と
話
す
の
は
、副
会
長
の
和
田
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
９
月
に
は

風
ぐ
る
ま
フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
場
権
を

か
け
た
、
の
ど
自
慢
大
会
も
開
く
の

で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

◆
そ
ー
め
ん
大
食
い
大
会

▽
日
時
…
８
月　

日
�　

午
前　

時

３０

１０

受
付
、
正
午
開
始

▽
参
加
費
…
５
０
０
円

※
当
日
参
加
を
受
け
付
け
、　

人
以

３０

上
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

◆
の
ど
自
慢
大
会
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
日
時
…
９
月　

日
�　

午
前　

時
〜

１３

１０

▽
会
場　

う
か
ん
風
の
ス
テ
ー
ジ

（
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
）

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
風

車
う
か
ん
事
務
局（
�
�
３
３
０
８
）

ＮＰＯ法人夢風車うかん
副会長　和田直樹さん�

吉備国際大学公開講座（歴史講座）
「備中・備前・美作の庭園をたずねて」

市民●のページ

　吉備国際大学では、公開講座を次のとおり開講します。

庭園は今日、自己を最も自然に見つめられる空間です。

県内の名庭園を訪ね、先人の美意識・生き方のメッセー

ジを受け取り、心豊かな一日をつくりませんか。

�日　　時……１０月２４日�　８：３０集合

�講　　師……文化財学部教授　臼井洋輔

�行　　程……頼久寺〔集合〕　→　衆楽園（津山市）→

　　　　　　　片山邸（吉備中央町）〔昼食〕→　重森三玲

記念館・天藾庵（吉備中央町）　→　吉備中央町賀陽庁舎（吉備中央町）→　後楽園（岡山市）　

→　高梁〔到着１８：００ごろ〕

�参 加 費……５,０００円（入園料・昼食代を含む）

�定　　員……２８人

�申込締切……９月３０日�

�申込方法……下記へ電話でお申し込みください（平日９：００～１７：３０）。

　　　　　　　お申し込み後、振込用紙をお送りしますので、参加費をご入金ください。

　　　　　　　※入金後のキャンセルについては、返金できない場合がありますのでご注意ください。


